
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

会  長 

消 火 班 

副 会 長 

補 給 班 避難・誘導班 

計 3名 

・班長 1名 

・リーダー2名 

広報・情報班 

顧 問 

・総会 ・役員総数は 30名  

書 記 会 計 監査役 
・リーダー会議 

・班長会 

・緊急会議・臨時防災会議 

・リーダーは 22名（兼任含む） 

・班長会構成は、会長、班長と 

防災士（5名）含む 8名 

・緊急連絡網は、リーダー間対象 

救出・救護班 

計 5名（兼１） 

・班長 1名 

・リーダー4名 

計 5名 

・班長 1名 

・リーダー4名 

 計 4名（兼１） 

・班長 1名 

・リーダー3名 

計 3名 

・班長 1名 

・リーダー2名 

計 6名 
（内Ｒ兼任 1名） 

（Ｒ兼任） 

（Ｒ兼任） 

（Ｒ兼任） 

＊自治会の下部組織 

  自治会員（住民）は防災会員 
中 津 道 地 区  防災意識向上 防災訓練等 

中津道 

自主防災会 

について 

活動・行動 

当自主防災会は、自治会の下部組織として発足（H14年）。防災リーダーは 22名 

（内防災士 5名）自治会館を拠点として活動中（会館前方の公園が緊急避難場所）です。 

当地区は、大和川水系寺川南方に広がる田園地帯に、昭和 53年頃造成された団地です。

桜井市西端に位置し、現在 245世帯・557名が居住している簡素な住宅街です。 

過去に大災害の記録はない地域ですが、今後、南海トラフ巨大地震、付近の活断層の 

大地震による最大震度６～７が想定され、液状化の被害も予測されます。 

組織と体制 

中津道自主防災会（桜井市大福） 

―1－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災会活動１ 

活 動 内 容 

◎防 災 訓 練（年 1回）｛総合訓練｝ 

  ・他ＬＰＧ会社（独自防災訓練年 1回）支援・協力 

◎シエイクアウト｛地震行動訓練｝ 

◎マップ点検巡回（年 2回）｛補修と充実、避難路確認他｝ 

◎緊急時及び避難情報等への対応 

｛緊急連絡網の確立と運用｝＆｛緊急招集と対応｝ 
 

◎防災倉庫保管品点検管理（年 2回） 

｛町内設置消火器点検管理｝ 
 

◎自治会行事・活動と諸運動等への支援・参加 
 

◎ （年 4回 2箇所） 

｛防犯・環境美化の観点｝ 

◎ （5日間）｛防犯・火災予防｝ 

 

防災会活動２ 
◎リーダー会議（1回/月）｛他班長会（1回/月）｝ 

  ｛情報収集・伝達＆活動検討及びスポット研修｝ 
 

◎情報紙｛自主防災会だより｝発行（毎月初め） 
 

◎諸研修・講習会及び見学会等参加推進 

｛防災士：現在 5名｝ 

◎諸防災関連活動の計画・実施 

◎啓発チラシ作成と回覧及び掲示（月 2種類作成） 

｛防災会活動への理解・認識と防災意識向上促進｝ 
 

◎ 登録 

・公開（2014年 5月から）｛防災マップ・随時活動を入力、

他地区活動状況を参考・収集｝ 

―２－ 

目的：地域住民の防災意識向上を図り、災害による被害防止

及びその軽減に努める「活動と行動」を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災会活動１-1 
◎ （年 1回）｛総合訓練｝ 

  ・受付（安否確認） 

  ・町内案内（情報伝達） 

  ・避難誘導訓練（要援護者避難搬送） 

  ・一時避難地設営訓練（テント・シート設営） 

  ・救出救護訓練（ＡＥＤ・応急手当・簡易担架） 

  ・スモッグマシン（煙ハウス避難体験） 

  ・消火訓練（水消火器・放水訓練） 

  ・炊き出し訓練（トン汁 試食） 

 

○他ＬＰＧ会社（毎年春 1回） 

｛  連携・協力｝ 
   

―３－ 

主な活動状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災会活動１-2 

◎ （年 1回）｛総合訓練｝ 
 

｛地震行動訓練｝ 
 

 
 ｛防災気象情報・緊急地震速報及び 

避難情報・安否確認（伝言ダイヤル）｝ 
 

  
 ｛転倒防止（例）＆非常持ち出し品（救急袋） 

・啓発チラシ・情報紙・防災マップ 

・防災活動・研修資料等｝ 
 

―４－ 

主な活動状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災会活動１-3 

◎ （年 2回） 

｛随時補修と充実、避難路確認他｝ 
 

◎  

｛緊急連絡網の確立と運用｝＆｛緊急招集と対応｝ 
 

◎ （年 2回） 

｛町内設置消火器点検管理｝ 
 

―５－ 

主な活動状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災会活動２-1 
◎リーダー会議（1回/月）＜他班長会（1回/月）＞ 

  ｛情報収集・伝達＆活動検討 

及びスポット研修｝ 
 

◎情報紙｛自主防災会だより｝発行（毎月初め） 
 

◎啓発チラシ作成と回覧及び掲示（月 2種類作成） 

｛防災会活動への理解・認識と防災意識向上促進｝  

主な活動状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特徴的なの活動 
◇ＮＨＫのＷｅｂサイト「防災マップを作ろう」登録・公開（H24.5～） 

｛防災マップ・随時活動内容入力、他地区活動状況を参考・収集｝ 

 ＊損保協会からのマップ作成・学童コンクール参加（H26.8頃） 

＊某大学と福祉・防災マップについてのインタビュー懇談（H28.10.8） 
 

◇リーダー用カードケース作製・全員配布（携帯用） 

｛緊急連絡網・防災マップ他参考資料等 他随時｝ 
 

◇町内空き地の草刈り（年 2回 2箇所）｛防犯・環境美化の観点｝ 
 

◇年末見回り巡回（年末 5日間）｛火災予防・防犯｝ 

 

活 動 内 容Ｓ ―６－ 

―７－ 

  
目的：地道な活動を通じて、自主防災会活動への理解と 

認識向上を図り、住民の防災への関心をより高める 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地域防災に、一層の貢献を目指す。 

★想定されている南海トラフ巨大地震・奈良盆地東縁断層帯地震に備える 

★緊急事項及び避難情報等に対する対処方法の検討とその訓練が必要。 

―８－ 

 “いざ”という時の為に、住民とより協力・連携した 

 行動が取れるよう、更なる啓発活動と訓練等が重要。 

★高齢化社会が進む中、平素から住民相互が“顔の見える関係”をつくり、 

“いざ”災害時に“互助精神”（共助）が発揮できるように、防災会としては、日頃から 

協力して連携した「活動と行動」が重要である→「その活動とその内容（協力 連携）？」 


